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平成28年度生涯学習・社会教育総合調査研究事業 

「若者の学習・生活体験と県内定住に関する県民の意識調査報告書」 

【調査結果概要版】 
青森県教育委員会 

 

1 単純集計結果より 

 

（１）属性 

① 性別 ② 年齢層 

 

③ 居住地域 ④ 卒業した中学校の所在地 

 

⑤ 県外で１年以上生活したことがある ⑥ 現在学校へ通っているか 

 

男性

40.8%

女性

59.2%

東青, 
24.6%

西北, 
9.5%

中南, 
22.6%

上北, 
16.0%

下北, 
5.0% 三八, 

22.2%

はい, 

38.5%

いいえ, 

61.5%

回答数／1,052 

回答数／1,052 

18～20歳, 
13.1%

21～23歳, 
16.7%

24～26歳, 
15.5%

27～29歳, 
17.8%

30～32歳, 
16.3%

33～35歳, 
20.6%

回答数／1,052 

青森県内, 

92.6%

青森県以

外の東北

５県, 3.5%

東北以外の

都道府県, 
3.6%

海外, 
0.1%

無回答, 
0.2%

回答数／1,052 

学校は卒業した

（既卒）, 80.9%

学校へ行ってい

る（在学中）, 
14.8%

学校は中退した, 
2.9%

学校に在籍している

が、休学している, 
0.4%

回答数／1,052 

回答数／1,052 
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⑦ あなたが18歳のときの家庭の経済状況について 

 

 

（２）普通教育段階での社会参加活動体験、職場体験等＜問６＞ 

  ① 学校行事以外で、野外で炊事したりテントに泊まったりしたことがある 

 

② 職場見学や職場訪問をしたことがある 

 

  ③ 地域のイベントの手伝いやゴミ拾いなどに参加したことがある 

 

  

経済的にかなりゆとりがあった, 5.1%

経済的にまあまあゆとりがあった, 47.5% 経済的に苦しいようだった , 35.1%

経済的にかなり苦しいようだった, 11.8%

無回答, 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数／1,052 

回答数／1,052 

回答数／1,052 

回答数／1,052 
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（３）自己肯定感と自己有用感 

① 自分自身のことについて、それぞれに誇りを持っているか＜問７＞ 

 
 自分自身に誇りを持っているかについて、平成 19 年度「若年層の生活体験に関する調査研究

報告書」のデータと比較すると、単数回答と複数回答の違いがあるものの、「やさしさ」に誇り

をもっている若者が、約 10 年前と比較しても同じように多いことがわかった。また、「賢さ、

頭の良さ」と「容姿」についても、同様に誇りを持っていない若者が多いことがわかった。 

 

  ② 自分自身と家族との関わりについてどの程度考えるか＜問８＞ 

 

  ③ 自分自身と学校、職場、地域など、周囲の人との関わりについてどの程度考え

るか＜問９＞ 

 

 

76.0%

67.0%

64.6%

64.5%

59.2%

50.4%

42.1%

41.3%

34.6%

33.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

やさしさ

まじめ

正義感

忍耐力、努力家

明るさ

慎み深い

体力、運動能力

決断力、意志力

賢さ、頭の良さ

容姿

誇りを持っている（誇りを持っている+どちらかといえば誇りを持っている）

94.5%

89.3%

87.7%

82.9%

82.6%

78.8%

76.8%

73.7%

70.1%

69.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族に支えられている

家族を信頼している

家族と一緒にいると安心できる

家族から感謝されることがある

家族の手伝いをすることがある

家族から頼りにされることがある

家族から信頼されている

家族からほめられることがある

家族が納得するような意見をいうことがある

家族の役に立っている

思う（非常に思う+やや思う）

86.2%

79.6%

78.0%

69.2%

68.7%

68.3%

63.1%

63.1%

58.5%

54.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周囲の人に支えられている

周囲の人の手伝いをすることがある

周囲の人から感謝されることがある

周囲の人を信頼している

周囲の人から頼りにされることがある

周囲の人からほめられることがある

周囲の人と一緒にいると安心できる

周囲の人から信頼されている

周囲の人の役に立っている

周囲の人が納得するような意見をいうことがある

思う（非常に思う＋やや思う）

回答数／1,052 

回答数／1,052 

回答数／1,052 
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（４）職業観と就業意識 

① 青森県内で働き続けることに関心はあるか＜問13＞ 

 

② 青森県内で働きたい理由について＜問13-①＞ 

 
  ③ 仕事をする上で次の事柄はどの程度大切だと思うか＜問10＞ 

 

積極的に

働きたい, 
42.4%

条件が合え

ば働きたい, 
47.6%

あまり働きた

くない, 9.5%

無回答, 
0.5%

53.4%

45.8%

39.3%

39.3%

33.1%

26.1%

14.5%

13.0%

8.4%

7.5%

5.2%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

現在住んでいる所の生活に慣れたから

知人が多いから

家族を経済的に支えたいから

青森県が好きだから

就職後の生活が精神的に楽だと思うから

都市部等、別の場所で働くのは経済的負担が大きいから

親と同居したいから

自分の能力が生かせそうだから

希望する企業があるから

親からの経済的援助が期待できるから

希望する給与や待遇が期待できるから

その他

98.1%

95.6%

94.5%

91.4%

91.1%

91.0%

89.1%

87.2%

86.3%

84.7%

83.1%

80.2%

67.7%

29.0%

25.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場の雰囲気や人間関係が良いこと

長い期間にわたって安定して働けること

自分の個性や能力・資格が生かせること

家庭や趣味と両立できること

通勤しやすい場所であること

給料が高いこと

自分のやりたい仕事であること

働く会社に将来性があること

仕事を通して資格や技術が身につけられること

休みが多いこと

他の人や社会のために役立つ仕事であること

残業や休日出勤がないこと

他の人や社会から尊敬される仕事であること

有名な会社であること

将来、独立して自分で事業が起こせること

大切（とても大切＋多少は大切）

回答数／1,052 

回答数／1,052 

回答数／947 
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（５） 青森県のイメージ 

  ① 青森県についてどのようなイメージを持っているか＜問14＞ 

 

  ② 自分自身と青森県との関係についてどのように感じているか＜問15＞ 

 
 

（６） 人間関係や対人スキル 

  ① 他の人との関係について、自分自身にどの程度あてはまるか＜問18＞ 

 
 

  

86.2%

79.6%

78.0%

69.2%

68.7%

68.3%

63.1%

63.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かな自然環境

おいしい食やきれいな水

安心して暮らすことができる

身近な交通の便がよい

伝統的な祭りや伝統芸能が盛んである

温かい人間関係が大切にされている

商業施設や娯楽施設が充実している

産業が盛んで、働く場に恵まれている

思う（非常に思う＋やや思う）

69.6%

55.9%

37.1%

35.6%

21.1%

0% 20% 40% 60% 80%

青森県に愛着を感じる

青森県の将来のことが気になる

青森県にいるのは必要感じているから

青森県を離れることは大変困難である

青森県に必要な人材であると感じる

あてはまる（あてはまる＋ややあてはまる）

77.6%

71.8%

65.1%

60.8%

39.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手の言いたいことは察することができる

知らない人がたくさんいる場所が苦手だ

人に嫌われないかといつも心配している

自分の意見が他の人に賛成してもらえないと不安になる

自分の気持ちを相手にうまく伝えられる

あてはまる（あてはまる＋ややあてはまる）

回答数／1,052 

回答数／1,052 

回答数／1,052 
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（７） 社会参加活動 

① この１年間に地域活動・社会貢献活動などをしたか 

 

 

② 地域活動・社会貢献活動などをしなかった理由 

 
 

  

した, 

18.7%

しなかった, 

80.8%

無回答, 

0.5%

56.4%

33.2%

31.5%

25.1%

23.3%

23.3%

22.6%

20.0%

10.0%

8.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事が忙しい

家庭のことで忙しい

どのように参加すればいいのかわからない

近くに興味のある活動がない

友人や知人など誘いがない

そのような経験がない

そもそもボランティアや社会貢献活動に興味がない

広報やチラシなどの情報が届かない

何かしらの責任や役目を負わされたくはない

人間関係や近所づきあいを広げたくない

その他

回答数／1,052 

回答数／850 
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（８） 生活の幸福度や仕事の満足度 

①「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を０点とすると、何点だと思うか 

 

 

  ② 現在仕事(アルバイトを含む)していて、次のことに満足しているか 

 

 

（９）県教育委員会の生涯学習施策に対する要望 

 
  

10点 （とても幸せ）, 12.0%

9点, 8.3%

8点, 19.0%

7点, 17.9%

6点, 9.8% 5点, 14.4%

4点, 7.2%

3点, 5.5%

2点, 2.5%

1点, 0.8%

0点（とても不幸）, 1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

66.7%

52.1%

52.0%

48.6%

48.1%

47.7%

38.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

f.自宅と勤務地の距離

c.やりがい

e.福利厚生

a.総合的に

d.労働時間

g.仕事と生活のバランス

b.収入

満足（満足＋まあ満足） 回答数／831 

回答数／1,052 

回答数／1,052 

 

52 
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２ 移住経験別等のクロス分析より 

 

（１）移住経験の有無による回答者の属性 

 

本調査では、問２において出身中学校が県内か県外かを回答してもらい、問４において県外で

１年以上生活した経験の有無を回答してもらっている。この２つの設問により県内の中学校を卒

業し現在も県内に居住している回答者を「県内定住者」、県内の中学校を卒業し１年間以上県外

で生活したことがある回答者を「Ｕ・Ｊターン者」、県外の中学校を卒業し県内に居住している

回答者を「Ｉターン者」と定義し、クロス集計を試みた。 

 

（２）若者の職業観と移住経験別 

 

仕事をする上で大切だと思うこと(問10)と移住経験の有無をクロス集計すると、「自分の

個性や能力・資格が生かせること」については県内定住者が63.5％に対し、ＵＩＪターン者

は52.9％、「自分のやりたい仕事であること」については県内定住者が63.1％に対し、ＵＩ

Ｊターン者は46.8％、「他の人や社会のために役立つ仕事であること」については県内定住

者が51.2％に対し、ＵＩＪターン者は34.5％と、それぞれ10ポイント以上の差が見られた。 

県内定住者, 

61.3%

U・Jターン者, 

31.4%

Ｉターン者, 7.2%

63.5%

63.1%

49.2%

86.9%

50.8%

37.3%

34.9%

57.9%

54.4%

76.6%

7.1%

44.0%

7.5%

51.2%

34.9%

52.9%

46.8%

42.5%

82.5%

44.4%

36.4%

35.7%

58.5%

48.1%

73.8%

5.8%

35.9%

3.4%

34.5%

23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の個性や能力・資格が生かせること

自分のやりたい仕事であること

仕事を通して資格や技術が身につけられること

職場の雰囲気や人間関係が良いこと

給料が高いこと

休みが多いこと

残業や休日出勤がないこと

家庭や趣味と両立できること

通勤しやすい場所であること

長い期間にわたって安定して働けること

有名な会社であること

働く会社に将来性があること

将来、独立して自分で事業が起こせること

他の人や社会のために役立つ仕事であること

他の人や社会から尊敬される仕事であること

県内定住者 U・I・Ｊターン者

（回答数／1,052） 

（回答数／1,052） 
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（３）県内の就業意欲と移住経験別 

 
県内で働くことに関心があるか(問 13)と移住経験の有無をクロス集計すると、他地域での生

活経験があるＵ・Ｊターン者や I ターン者の県内の就業意欲が弱いことが分かる。定住者の

47.0％と比較するとＵ・Ｊターン者は 39.4％、I ターン者は 19.7％で定住者の半分にも満たな

い。 

李教授の研究によると、地域への愛着は短期的に形成されるものではなく、幼少期から成長期

に渡る長期的な体験が地域への愛着を育むことになるため、定住者、地元出身の UJ ターン者が

移住・定住政策の重要なターゲットになることを指摘している。 

 

（４）青森県との関係と移住経験別 

 

自分自身と青森県との関係についてどのように感じているか(問15)と移住経験の有無のクロ

ス集計を見ると、「青森県に必要な人材であると感じる」では県内定住者とＵ・Ｉ・Ｊターン

者との間に大きな違いは見られなかったが、「青森県の将来のことが気になる」では、Ｉター

ン者が41.1％に対し、Ｕ・Ｊターン者が55.8％、県内定住者が57.8％とその割合が10ポイント

以上高くなっている。また、「青森県に愛着を感じるか」では、Ｉターン者が41.1％に対し県

内定住者は73.1％と30ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.0%

39.4%

19.7%

45.7%

51.8%

50.0%

7.4%

8.8%

30.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県内定住者

U・Jターン者

Ｉターン者

県内で積極的に働きたい 条件が合えば県内で働きたい 県内では働きたくない

21.6%

57.8%

73.1%

43.2%

39.0%

21.2%

55.8%

69.4%

25.2%

35.8%

16.4%

41.1%

41.1%

19.2%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80%

青森県に必要な人材であると感じる

青森県の将来のことが気になる

青森県に愛着を感じる

青森県を離れることは大変困難である

青森県にいるのは必要感じているから

県内定住者 U・Jターン者 Iターン者
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（５）体験活動経験の有無と自己有用感 

 

体験活動経験の有無(問６)と自己有用感（問８,問９）のクロス集計によると、自然体験や

社会参加体験を多く経験している人ほど、自己有用感が高くなると思われる。 

柏谷教授の分析によると、小学生から高校生の経験を一括し、体験の有無だけに絞って自己

有用感との関連性を調べると、家族内・周囲の人どちらの自己有用感においても、体験活動を

経験した人の方が、経験したことのない人よりも自己有用感は高くなるという結果が得られて

いる。 

1.8

1.9

2.0

2.1

自
然
体
験

仕
事
調
査

職
場
見
学

職
場
体
験

祭
り
参
加

イ
ベ
ン
ト
参
加

イ
ベ
ン
ト
補
助

習
い
事

体験活動と自己有用感 (家族内)

経験あり 経験なし

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

自
然
体
験

仕
事
調
査

職
場
見
学

職
場
体
験

祭
り
参
加

イ
ベ
ン
ト
参
加

イ
ベ
ン
ト
補
助

習
い
事

体験活動と自己有用感 (周囲の人)
経験あり 経験なし


